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『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
』
と
『
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
』
は
、「
弥
生
地
区

一
人
暮
ら
し
の
方
の
交
流
会
」
を
平
成

26
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

第
一
回
目
は
８
月
28
日
、
第
二
回
目
は

12
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弥
生
地
区
は
、
平
成
25
年
度
に
『
弥

生
小
学
校
』
が
閉
校
に
な
り
、
活
発

だ
っ
た
婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
も

今
は
休
止
中
で
、
同
じ
地
域
の
方
々
の

交
流
が
減
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
町
会
長
さ
ん
と
民
生
委
員
さ
ん

に
、
交
流
会
の
提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

対
象
は
65
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
・

高
齢
者
世
帯
の
方
で
、
７
～
８
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会
の
内
容

は
、
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

の
見
学
と
、
介
護
や
介
護
予
防
の
お

話
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
や

ゲ
ー
ム
、
昼
食
会
で
す
。
初
め
は
緊
張

気
味
で
会
話
の
少
な
い
方
も
徐
々
に
打

ち
解
け
、
参
加
者
さ
ん
同
士
の
会
話
も

弾
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昼
食
を
摂

り
な
が
ら
話
し
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

「
冬
期
間
の
除
雪
」「
買
い
物
困
難
」

「
将
来
の
不
安
」
な
ど
、
生
活
の
課
題

も
出
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
は
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
だ
け
で
は

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
の
家

で
暮
ら
し
続
け
る
事
を
望
み
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
地
域
の
協
力
や
支
援
体
制
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　「
お
隣
さ
ん
は
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
！
困
っ

た
時
は
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
に
連
絡
を
！
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
の
方
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
お
手
伝
い

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

お
隣
さ
ん
は
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
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新
年
を
迎
え
た
去
る
１
月
11
日
（
日
）、

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石
で
は
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
町
会
の
皆
様

を
お
招
き
し
て
新
年
の
お
祝
い
を
致
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
会
食
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の

仕
出
し
弁
当
と
、
ご
飯
を
つ
ぶ
し
て
丸
め

て
入
れ
た
郷
土
料
理
の
だ
ま
っ
こ
汁
、
干

し
柿
等
で
、
皆
さ
ん
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
な
が
ら
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
食
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
、
初
め
て
食
べ
る

と
い
う
利
用
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
「
だ

　

旭
光
園
は
「
働
く
」
場
で
あ
り
「
暮
ら

す
」
所
で
す
が
、
作
業
は
昨
年
末
12
月
27

日
か
ら
今
年
の
１
月
４
日
ま
で
９
連
休
の

お
正
月
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
中
も
業
者
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

注
文
を
頂
き
、
納
期
に
間
に
合
う
よ
う
、

暑
い
日
も
寒
い
日
も
毎
日
一
生
懸
命
働

き
、
こ
の
正
月
休
み
に
は
入
所
利
用
さ
れ

て
い
る
41
名
の
う
ち
17
名
が
自
宅
へ
帰
省

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
正
月
休
み
中
は
、
普
段
と
違
い
、
特

に
食
事
の
際
の
食
堂
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い

ま
っ
こ
汁
」
は
、
食
事
前
か
ら
一
体
ど
ん

な
料
理
な
ん
だ
ろ
う
と
興
味
津
々
な
様
子

で
し
た
。
ま
た
、「
干
し
柿
」
は
、
１
つ

ひ
と
つ
皮
を
剥
く
作
業
や
紐
で
吊
っ
た
り

す
る
作
業
、
天
日
干
し
に
す
る
作
業
等
、

手
の
器
用
な
利
用
者
さ
ん
に
手
伝
っ
て
頂

き
な
が
ら
、
職
員
と
一
緒
に
な
っ
て
作
っ

た
も
の
で
す
。「
美
味
し
く
て
、
つ
い
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
。」「
お
腹

い
っ
ぱ
い
で
満
足
！
」
と
、
食
事
後
は
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
満
足
な
笑
顔
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
食
会
の
後
は
、
地
域
の
皆
様
と
利
用

者
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、

み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ク
イ
ズ
や

ゲ
ー
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。
時
事
問
題
を

中
心
に
易
し
い
問
題
か
ら
、
引
っ
掛
け
問

題
あ
り
の
全
員
参
加
の
ク
イ
ズ
大
会
、
ま

た
、
地
域
の
皆
様
、
利
用
者
さ
ん
、
職
員

が
協
力
し
て
行
う
伝
言
ゲ
ー
ム
で
は
、
最

後
に
は
全
く
内
容
が
変
わ
っ
て
い
る
事

も
。
笑
い
に
溢
れ
た
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が

り
を
深
め
て
行
く
中
で
、
私
達
も
地
域
の

一
員
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
を
見
つ
け
て

い
き
ま
す
。

て
園
内
は
と
て
も
寂
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す

が
、
い
つ
も
よ
り
ゆ
っ
た
り
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
で
し
た
。

　

青
森
県
内
も
年
末
年
始
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
は
じ
め
、
帰
省
さ
れ
る
方

は
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
な
い
か
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
年
を
迎
え
１
月
５
日
の
仕

事
始
め
に
合
わ
せ
、
前
日
の
４
日
に
は
元

気
で
表
情
も
明
る
く
、
充
実
し
た
正
月
休

み
を
過
ご
さ
れ
た
様
子
で
ほ
ぼ
全
員
が
旭

光
園
に
戻
ら
れ
、
通
所
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
１
年
も
皆
さ
ん
と
共
に
作
業
を
続

け
、
旭
光
園
を
支
え
て
下
さ
る
業
者
さ
ん

や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
製
品
を
お
届
け
で
き

る
事
を
願
い
、
利
用
者
さ
ん
・
職
員
一
同

製
造
作
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
８
月
に
開
設
40
周
年
を
迎

え
た
『
障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園
』
で

は
11
月
29
日
、
拓
光
園
祭
に
併
せ
て
40

周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
忙

し
い
中
、
大
平
理
事
長
を
始
め
た
く
さ
ん

の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

多
く
の
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

式
典
で
は
『
拓
光
園
』
の
歴
史
を
辿
っ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん

か
ら
は
笑
い
声
や
「
懐
か
し
い
な
ぁ
」
と

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

開
設
40
周
年
記
念
拓
光
園
祭

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

地
域
と
と
も
に
新
年
の
お
祝
い

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

お
正
月
休
み
～
９
連
休
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12
月
７
日
～
８
日
、
毎
年
恒
例
の
「
親

子
で
一
泊
忘
年
会
」
が
、『
ナ
ク
ア
白
神

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
』
に
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
『
津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
』『
通
勤
寮

拓
心
館
』
と
『
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
』

の
利
用
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
、
加
え
て

来
賓
の
方
々
、
職
員
を
合
わ
せ
て
総
勢
114

名
が
出
席
す
る
大
変
賑
や
か
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
忘
年
会
で
一
番
の
目
玉
は
、
利
用

者
さ
ん
に
よ
る
出
し
物
で
す
。
今
年
か
ら

最
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
へ
は
七

峰
会
後
援
会
会
長
・
竹
内
誠
三
氏
よ
り
寄

贈
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
練
習
も
一
層
熱
が
入
っ
て
い
た
様
子

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
歌
っ
た
り
踊
っ
た

り
、
素
晴
ら
し
い
出
し
物
を
披
露
し
て
、

盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
。
最
後
に
高
橋
正

安
総
合
施
設
長
に
よ
る
講
評
と
成
績
発
表

で
す
。
会
場
が
緊
張
に
包
ま
れ
る
中
、
み

ご
と
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
『
コ
ー
ポ
嶽
』
の
方
々
に
よ
る

「
よ
う
か
い
体
操
第
一
」
で
し
た
。

　

職
員
手
作
り
の
素
敵
な
衣
装
に
身
を
包

み
、
練
習
の
成
果
を
感
じ
さ
せ
る
息
の

合
っ
た
ダ
ン
ス
が
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う

で
す
。『
コ
ー
ポ
嶽
』
の
方
々
へ
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
、
と
て
も
満
足
げ
な
表

情
で
し
た
。

　

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
忘
年
会
、

１
年
の
締
め
く
く
り
に
相
応
し
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
拓
光
園
祭
で

は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
大
活
躍
で
す
。

職
員
と
の
合
同
発
表
で
は
、
園
歌
と
大
き

な
古
時
計
の
合
唱
を
披
露
し
、
そ
の
美
し

い
歌
声
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。
続
い
て
は
通
所
の
利
用
者
さ

ん
に
よ
る
ダ
ン
ス
で
す
。
可
愛
い
衣
装
に

身
を
包
み
、
踊
る
曲
名
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
ヘ

ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
会
場
の
皆
さ

ん
も
心
を
奪
わ
れ
た
ご
様
子
。
中
に
は
一

緒
に
踊
り
だ
す
利
用
者
さ
ん
も
い
る
程
で

し
た
。
そ
ん
な
中
１
番
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
の
が
、
高
瀬
ま
み
オ
ン
・
ザ
・
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び

て
の
登
場
に
「
き
ゃ
ー
」「
ま
み
ち
ゃ
ー
ん
」

と
多
く
の
歓
声
が
聞
か
れ
、
歌
に
踊
り
に

大
興
奮
。
最
後
は
会
場
の
皆
さ
ん
が
歌
に

参
加
し
、
大
盛
況
の
内
に
拓
光
園
祭
は
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　
『
拓
光
園
』
が
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、
地
域
の
皆
様
を
始
め
、

利
用
者
さ
ん
の
ご
家
族
や
、
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

職
員
一
同
、
皆
様
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
『
拓

光
園
』
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

　

親
子
で
１
泊
忘
年
会
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支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的
山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー ☎

○
２
１
３
１

97
　
☎
○
４
５
２
４

82

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
児
童
・
障
害
者

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

山
郷
館
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
き
っ
ず ☎

○
２
９
４
１

97

主 に 身 体
山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
０
６
２
０

59
☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

☎
○
８
５
３
３

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
６
０
８
０

☎
○
２
３
４
４

☎
○
８
６
５
０

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所

拓
光
園
共
同
生
活
介
護
事
業
所

拓
光
園
相
談
支
援
事
業
所

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

指
定
相
談
支
援
事
業
所
ビ
リ
ー
ブ

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
５
７
４
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 82 37 82 82 82 82 57 57 57 57 53 55 973337888888 5396 96 96 96 96 96 96

う
答
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
で

は
、『
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
拓
光
園
』

と
『
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
拓
心
館
』
が

そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
の
基
本
理

念
・
基
本
姿
勢
・
基
本
方
針
の
具
現
化
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

御
下
賜
金
は
全
国
の
優
良
民
間
社
会
福

祉
事
業
施
設
・
団
体
に
対
し
て
、
天
皇
誕

生
日
を
記
念
し
て
下
賜
さ
れ
る
も
の
で

す
。
平
成
26
年
度
の
御
下
賜
金
は
全
国
67

施
設
・
団
体
に
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
青
森

県
で
は
、
毎
年
１
施
設
が
選
ば
れ
、
今
年

度
は
『
障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
』
が
拝

受
し
ま
し
た
。
伝
達
式
は
、
平
成
26
年
12

月
17
日
に
青
森
県
庁
に
て
行
わ
れ
、
社
会

福
祉
法
人
七
峰
会　

大
平
和
夫
理
事
長
、

工
藤
伸
役
山
郷
館
総
合
施
設
長
、
成
田
哲

美
山
郷
館
次
長
の
３
名
が
出
席
し
拝
受
し

ま
し
た
。
三
村
申
吾
青
森
県
知
事
よ
り
、

大
平
理
事
長
に
は
伝
達
書
を
、
工
藤
総
合

施
設
長
に
御
下
賜
金
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
村
知
事
か
ら
は
、「
社
会
福
祉
に
対

す
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
努
力
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
県
民
を
代
表
し

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。」
と
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
大
平
理
事
長
よ
り
、「
障
害

者
支
援
施
設
山
郷
館
は
今
年
で
開
設
35
周

年
。
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
。
さ
ら
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

向
上
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
為
に
精
一
杯

頑
張
る
。」
と
福
祉
向
上
へ
の
努
力
を
誓

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

『
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
』に

御ご

下か

賜し

金き
ん

が
下
賜
さ
れ
る

七
峰
会
後
援
会

　
　
定
時
総
会
開
か
れ
る

　

２
月
19
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
に
於
い

て
、
会
員
60
数
名
の
出
席
で
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
誠
三
会
長
よ
り
開
催
の
挨
拶
が
あ

り
、
会
議
は
会
長
の
議
長
進
行
で
、
平
成

26
年
度
事
業
報
告
、
同
年
度
収
支
決
算
報

告
及
び
平
成
27
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
が
提
案
通
り
可
決
さ
れ
又
、
役
員

改
選
に
つ
い
て
全
員
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
に
引
き
続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、

会
員
間
の
交
流
が
持
た
れ
て
、
施
設
や
法

人
事
業
の
様
子
等
に
つ
い
て
の
話
題
が
交

わ
さ
れ
、
就
労
支
援
事
業
所
で
作
ら
れ
た

パ
ン
、
豆
腐
、
納
豆
や
レ
ジ
型
ご
み
袋
等

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
み
、
和
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
平
成
27
年
度
の
後
援
会
研
修
事
業

は
、
９
月
末
頃
に
弘
前
市
内
の
会
場
で
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
講
演
会
や

昼
食
交
流
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
案
内
の
際
に
は
多
数
の
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成26年度 施設訪問見学


